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令和 7 年 9月 1 日 なでしこ小規模保育園 

 

今年の夏も異常な暑さと各地で起こる、大雨の被害。「楽しい夏休み」のはずがいつの間にか「危険な夏」に

変わってきています。また、今年は戦後８０年の節目の年で、戦争についても改めて考える機会がありました。

戦争から学び、二度とこのような事が起こらないようにと、強く思う一方で、世界では今もまさに戦争の恐怖にさ

らされている人がいることも忘れてはなりません。 

私たちは‘子どもたちの未来に関わっている‘事を忘れずに、出来ることを考えながら、まずは目の前の子ども

たちの笑顔を大切に守っていきたいと思います。 

 

 

 

●行事予定●                    

1 日（月）・・・引き渡し訓練 

11 日（木）・・・避難訓練 

27 日（土）・・・ほのぼの広場「パパと遊ぼう」 

※水遊び・シャワーにつきましては、天候や気温に合わせて引き続き行っていきます。 

*9/15 の敬老の日に向けて、子どもたちが秋の製作を行いました。はがきに行いましたので、持ち帰

りましたら、ぜひ、一言添えておじいちゃん・おばあちゃん等に送ってあげてください！ 

【地域の行事】 

13 日（土）14日（日）・・・蓮根坂下三丁目町会 お祭り 蓮根三丁目公園広場 

 １４日（日）の日中はお神輿も出ます。まだまだ担ぎ手を募集しておりますので、ぜひご参加くださ 

い♪子どもの山車も出ますよ～。また、夜の盆踊りでは、「ひかるおもちゃ」のブースをお手伝いし

ておりますので遊びに来てくださいね♪ 

 

 

●おねがい● 

・散歩では虫よけスプレーを使用していますが蚊に刺されてしまうことがあるかと思います。散歩の活

動になりましたら、なるべく登園時から長めのズボンを履かせてください。 

 

 

●すくわくプログラムの取り組み● 

 ・東京都の「すくわくプログラム」に沿って、テーマを決め保育の実践活動に取り組んでいます。今

年度のテーマは「水と感触」です。子どもたちの保育を観察し、気づくことで学びにつなげ、保育の質

の向上につなげていきたいと思います。来月も行う予定です。実践の報告はコドモンを通じて皆様にお

伝えしていきますので、是非お読みください。 

 

 

 



あかぐみの Bちゃんは、正義のヒーロー！のよ

うに、友だち同士のトラブルや、保育士に何か

言われている子がいると、すぐに傍に行き「大

丈夫？」「B がいるからね」と優しく声をかけて

あげています。優しい気持ちはとても伝わるの

ですが、「今はちょっと、ほっておいてほし

い・・・」と思ってしまう場面も正直あります

(-_-;) 

●スライム作りの紹介● 

 プニュプニュ感触が楽しいスライム。夏の遊びで保育園で行ったところ、みんな夢中になって触った

り、ちぎったり、こねたり・・・お家でも簡単にできますので、ご紹介します♪ 

≪材料≫  

 水・洗濯のり（PVA 成分の物）・ホウ酸・着色料（食紅や絵の具） 

  ＊洗濯のりとホウ酸はドラックストアで購入可能です。 

≪作り方≫ 

① 容器に水と洗濯のりを 1：1 の割合で入れて混ぜる。 

② 着色料を混ぜて、色を決める。（食紅だと透け感、絵の具だとマット感が強い色づきになります。） 

③ 水 50cc にホウ酸５g でホウ酸水溶液を作り、②に混ぜ入れます。 

④ 混ぜてまとまれば完成です。（ホウ酸水溶液の量により出来上がりの方さが変わるので、お好みで

作ってください。） 

≪注意点≫ 

・間違って食べないように十分に注意して見守りましょう。 

・特にホウ酸が口に入らないよう、③の工程は大人が行ってください。 

・スライムは、机やビニールシートなどの上で遊びましょう。洋服やカーペットなど、布製品につくと

落ちにくいです。 

・何色か作って混ぜると、色遊びも楽しめます。 

 

●エピソード紹介 （職員月のまとめ、すくわく実践の振り返りより） 

 

   

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由遊びで、おままごとで遊んでいたがふと

その場からいなくなってしまったももぐみ

の A ちゃん。「飽きちゃったのかな」と思っ

てみていると、調理室の窓の所に、そっとお

ままごとのキャベツを置いていました。そし

て、少し離れて、宮田先生を見ていたA 君。

宮田先生にその事を伝えると「A 君ありがと

う。今度使わせてもらうね。」とA 君に話し

かけ、それを言われてとても嬉しそうな顔が

とてもかわいかったです。 

すくわくの実践を通して、保育士の言葉かけ

がなくても、夢中になって遊び、自分なりに

遊び方を見つけて楽しんでいる姿をみて、い

かに普段自分が余計な言葉かけを子どもた

ちにしていたかという事を感じました。こち

らが、示さなくても子どもたちが自ら遊びを

見つける力がある事がよくわかりました。 

すくわくの実践では、同じ遊びをそれぞれの

学年で遊ぶ様子が全く違っていて、その違い

に気付けて楽しかったです。しろぐみは、水

が缶に当たって出る音が楽しくて笑顔で聞

いていました。ももぐみは、道具（容器）を

使う事に夢中でした。あかぐみは立って両手

を広げ全身に水を浴びていました。 


